
                            2017 年 5 月 19 日 

  （一社）ならはみらい 

 この度、楢葉町のまちづくり会社である一般社団法人ならはみらい（代表理事：渡邉 清）は、 

5月 26日（金）～31日（水）まで、東京都新宿区の「オリンパスプラザ東京 クリエイティブウォー

ル」にて、法政大学、神戸大学、東京都立農業高校（東京都府中市）の学生が撮影した楢葉町の写真

展を開催します。 

 

学生は、4 月 15、16 日に楢葉町を訪れ、被災地の見学や町民宅への民泊（ホームステイ）などを

通じて楢葉町を知り、そこから得た感性で、今の楢葉町の写真を撮影しました。今回の写真展は、学

生の目線から東日本大震災から復興に向けて歩む楢葉町の今や魅力を伝えることを目的に開催しま

す。学生が自らベストショットを選び、タイトルとメッセージを添えた写真をぜひご覧ください。 

なお、写真撮影は、オリンパス株式会社のご協力により、写真の撮り方講座等のご指導のもと行い

ました。 

 

法政大学、神戸大学、東京都立農業高校（東京都府中市）の学生は、昨年度より楢葉町の震災復興

活動に参加しており、昨年 10 月には東京・六本木で開催された「福島フェス」で、営農を再開した

楢葉町の新米を来場者に配布する PR 活動にも協力しました。今回、撮影のために訪れた花畑も、学

生たちが休耕田に種を蒔き、作り上げたものです。花を撮影した学生は、「こんなにキレイに咲くと

は思いませんでした」「苦労して蒔いた種がちゃんと花になってくれて嬉しい」「楢葉町の温かさが写

真で伝わってほしい」とコメントしました。 

今後も学生と楢葉町の町民の交流による、まちづくり活動を継続してまいります。 

 

■写真展概要 

開 催 期 間 ： 2017年 5月 26日（金）～31日（水）11時-19時 

※最終日は 15時まで 木曜日休館 

場 所 ： オリンパスプラザ東京 クリエイティブウォール 

（新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル B1F） 

内 容 ： 学生が撮影した楢葉町の魅力」や「楢葉町の今」の写真 33点、 

それぞれタイトルと撮影への思いを添えて展示。 

参 加 学 生 

（ボランティア） 

： 法政大学（チーム・オレンジ）、神戸大学槻橋（つきはし）研究室、 

東京都立農業高等学校（東京都府中市） 計 33名 

実 施 主 体 ： 一般社団法人 ならはみらい 

協 力 ： オリンパス株式会社 

 

 

 

法政大学、神戸大学、東京都立農業高校（東京都府中市）の学生が 

福島・楢葉町の復興を応援！！ 

「学生が撮影した楢葉町の魅力」写真展開催 
日時：５月２６日（金）～３１日（水）  

場所：オリンパスプラザ東京 クリエイティブウォール 
（東京都新宿区西新宿1-24-1 エステック情報ビルB1F） 

報道機関各位  

【本リリースに関する報道関係者様のお問合わせ先】 

（一社）ならはみらい 担当：山本・牧ノ原 

TEL：0240-23-6771 

 



参考資料１．写真展について 
 

■オリンパスプラザ東京 クリエイティブウォールへのアクセス 

●JR新宿駅 

西口地下改札口を出た地下ロータリー左側の明治安田生命側の道を都庁方面に直進。地下歩道上

部に「エステック情報ビル」に表示あり。徒歩約 5分。 

●都営大江戸線都庁前駅 

B1出口から地下歩道を JR新宿駅方面に進む。地下歩道上部に「エステック情報ビル」の表示あ

り。徒歩約 4分。 

 

■展示写真（一例） 

 

 

 

 

 

 



参考資料２．4月 15、16日の活動について 
 

■1日目（4月 15日）写真撮影講座、花畑など屋外撮影会、楢葉町町民宅での民泊（ホームステイ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楢葉町役場で、オリンパス株式会社の講師による写真の撮り方講座を実施しました。その後、学生

たちが種を蒔いて作った花畑や天神岬スポーツ公園へ移動して、写真撮影会を開催。夜は男女別の学

生 2～3 名が 1組になり、楢葉町民宅に宿泊。町民との交流を通じ、震災の様子や復興への歩みにつ

いて話を聞くことで、楢葉町の現状についての理解を深めました。 

 

■2日目（4月 16日） 撮影した写真で思い出のアルバムを制作、お花見、交流会 

 

 

 

 

 

 

各民泊先から楢葉町コミュニティーセンターに戻った学生たちは、自身が撮影した写真のプリントを

使用し、オリジナルアルバムを編集しました。制作したアルバムは記念品として、お世話になった民

泊先へプレゼント。その後、花畑でお花見と交流会を行い、昼食をとってからバスで東京へ向かいま

した。 


